
牛さん、こんにちは
　　市畜産共進会で



　

８
月
20
日
（
日
）、
第
48
回
種
子
島
鉄
砲
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

力
強
い
掛
け
声
の
太
鼓
山
、
続
く
南
蛮
行

列
、
子
供
み
こ
し
も
暑
さ
に
負
け
ず
ま
ち
中

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
ま
た
、
火
縄
銃
の
試

射
も
圧
倒
的
迫
力
で
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

午
後
は
手
踊
り
、
宣
伝
パ
レ
ー
ド
が
行
列

を
つ
く
り
、
祭
り
の
賑
わ
い
を
醸
し
ま
し
た
。

　

演
芸
大
会
で
は
、
観
客
を
も
巻
き
込
む
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
て

盛
り
上
が
り
、
最
後
は
８
０
０
０
発
の
花
火

が
西
之
表
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鉄
砲
ま
つ
り
に
は
、
島
外
か
ら
も

様
々
な
方
が
参
加
し
、
地
元
の
方
と
交
流
し

て
い
ま
す
。
そ
の
様
子
を
次
ペ
ー
ジ
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

絵画展

最優秀賞 田上　翠
（下西小３年）

優秀賞 横山　直人
（下西小 3年）

子供みこしコンテスト　※「」はみこしタイトル

１位 安納小学校「笑顔と花の安納小学校」
２位 中野子ども会「明るく楽しい中野子供会」
３位 元気いっぱい鴨女こども会「ミニ太鼓山」

子供み し ンテスト 「 はみ し

団体手踊りコンテスト
１位 亜希藤会

２位 鹿児島国際大学 
よさこい同好会 創生児

３位 熊毛支庁





　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
市
の
財
政
状

況
を
判
断
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
健

全
化
判
断
比
率
及
び
公
営
企
業
の
資
金

不
足
比
率
の
算
定
及
び
公
表
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
28

年
度
決
算
に
基
づ
く
西
之
表
市
の
健
全

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

１　

健
全
化
判
断
比
率

　

健
全
化
法
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共

団
体
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、

財
政
の
早
期
健
全
化
や
再
生
の
必
要
性

を
判
断
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
以

下
の
４
つ
の
財
政
指
標
を
「
健
全
化
判

断
比
率
」
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

■問い合わせ先
　市行政経営課財政係
　℡ 22‐1111 内線 210

①健全化判断比率総括表
◇西之表市の 4つの指標は、全て健全化基準を下回っています。

区　　分 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準 地方債
許可基準平成 28 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 27 年度

実質赤字比率 － － 14.61％ 14.57％ 20.00％ 10.00％
連結実質赤字比率 － － 19.61％ 19.57％ 30.00％
実質公債費比率 8.8％ 8.7％ 25.0％ 25.0％ 35.0％ 18.0％
将来負担比率 57.4％ 64.8％ 350.0％ 350.0％

※実質赤字、連結実質赤字がなく実質赤字比率、連結実質赤字比率が算定されないため「－」で記載し
ています。
※実質公債費比率は、平成 20 年度までは地方債許可移行基準 18％を超えており、地方債許可団体と
なっていたため、公債費適正化計画を策定して行財政改革など財政の健全化を図った結果、平成 21
年度に 17.6％と 18.0％を下回り、地方債発行に許可を要しない協議団体に移行しました。

　

公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額
（
一

般
会
計
等
の
実
質
収
支
の
赤
字
額
に
あ

た
る
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

早
期
健
全
化
基
準
と
は
・
・
・

　

地
方
公
共
団
体
が
、
財
政
収
支
が
不

均
衡
な
状
況
そ
の
他
の
財
政
状
況
が
悪

化
し
た
状
況
に
お
い
て
、
自
主
的
か
つ

計
画
的
に
そ
の
財
政
の
健
全
化
を
図
る

べ
き
基
準
と
し
て
、
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比

率
及
び
将
来
負
担
比
率
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
定
め
ら
れ
た
数
値
で
す
。

財
政
再
生
基
準
と
は
・
・
・

　

地
方
公
共
団
体
が
、
財
政
収
支
の
著

し
い
不
均
衡
そ
の
他
の
財
政
状
況
の
著

し
い
悪
化
に
よ
り
自
主
的
な
財
政
の
健

全
化
を
図
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
お

い
て
、
計
画
的
に
そ
の
財
政
の
健
全
化

を
図
る
べ
き
基
準
と
し
て
、
実
質
赤
字

比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
及
び
実
質

公
債
費
比
率
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
も
の
と
し

て
定
め
ら
れ
た
数
値
で
す
。

経
営
健
全
化
基
準
と
は
・
・
・

　

地
方
公
共
団
体
が
、
自
主
的
か
つ
計

画
的
に
公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
化
を

図
る
べ
き
基
準
と
し
て
、
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
数
値
で
す
。

２　

公
営
企
業
に
お
け
る

　
　
　
　
　

資
金
不
足
比
率

②公営企業における資金不足比率
◇西之表市の公営企業会計は次のとおり、資金不足はありません。

会計名 資金不足比率 経営健全化基準 企業債許可制移行基準H28 H27
水道事業 － － 20％ 10％地方卸売市場特別会計 － －
資金不足がなく資金不足比率が算定されないため「－」で記載しています。
※経営健全化基準は、健全化判断比率での早期健全化基準にあたるもので 20％を超えると
経営健全化計画策定が義務付けられます。



　

平
成
19
年
６
月
に
公
布
さ
れ
た
「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
は

平
成
19
年
度
決
算
か
ら
健
全
化
判
断
比

率
と
資
金
不
足
比
率
を
算
定
し
、
監
査

委
員
の
審
査
に
付
し
た
上
で
議
会
に
報

告
し
、
市
民
へ
公
表
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

１　

健
全
化
判
断
比
率
の
内
容

　

健
全
化
法
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共

団
体
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、

財
政
の
早
期
健
全
化
や
再
生
の
必
要
性

を
判
断
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
以

下
の
４
つ
の
財
政
指
標
を
「
健
全
化
判

断
比
率
」
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

【内容】　歳入総額（10,693,214 千円）から歳出総額（10,479,812 千円）を差し引いた歳入歳出差引額
（213,402 千円）に対して、翌年度へ繰り越すべき財源（5,748 千円　明許繰越費）を差し引いた実質収支
額が 207,654 千円となります。標準財政規模が 5,669,943 千円ですので、算定式にあてはめた結果、－ 3.66％
となり実質赤字比率は発生しない「－」ということになります。

【一般会計等の実質赤字額】一般会計及び特別会計のうち普通会計に相当する会計における実質赤字額
　[ 実質赤字の額＝繰上充用額＋（支払繰り延べ額＋事業繰越額）]
【実質収支額】その年度の収入と支出の実質的な差額をみるもので、歳入歳出差引額（形式収支）から翌
年度繰り越すべき継続費逓次繰越額や繰越明許費繰越額等の財源を控除した額をいいます。
【標準財政規模】地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すも
のです。（標準税収入額等＋普通交付税額＋臨時財政対策債発行可能額）
【標準税収入額等】地方公共団体の税収入確保の適正化のための指標で、地方税及び地方譲与税の収入見
込額の理論値です。
【臨時財政対策債発行可能額】地方債（借入金）の一種です。国の地方交付税特別会計の財源が不足し、
地方交付税として交付するべき財源が不足した場合に、地方交付税の交付額を減らして、その穴埋めと
して、該当する地方公共団体自らが地方債を発行させる制度です。なお、後年度普通交付税の基準財政
需要額に算入されます。

②連結実質赤字比率
　全会計を対象とした実質赤字額または資金の不足額の標準財政規模に対する比率です。よって、一
部の会計で赤字が発生していれば、市全体の財政は良いとはいえません。

－ 12.53％
（負の数値の場合、黒字）

連結実質赤字額（一般会計等の実質収支額＋
公営企業及び特別会計の資金不足額

または資金剰余額）

標準財政規模

－ 710,612

5,669,943
＝ ＝

【内容】　一般会計等の実質収支額 207,654 千円、公営企業の資金不足額または資金剰余額（水道事業、
地方卸売市場特会）336,217千円、公営企業に属さない特別会計の資金不足額または資金剰余額（国保特会、
介護特会、後期特会、交通災害特会）166,680 千円であり、合計 710,551 千円となります。標準財政規模
が 5,669,943 千円ですので、算定式にあてはめた結果、－ 12.53％となり実質赤字比率は発生しない「－」
ということになります。

■問い合わせ先
　市行政経営課財政係
　℡ 22‐1111 内線 210

－ 3.66％
（負の数値の場合、黒字）

一般会計等の実質収支額

標準財政規模

－ 207,654

5,731,887
＝ ＝

①実質赤字比率
　一般会計等（普通会計）を対象としており、実質赤字額が標準財政規模に対する比率です。
赤字が生じた場合は、早期解消を図る必要があります。



③実質公債費比率（3か年平均）
　一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に対する
比率です。

9.23270％
（Ｈ 28）

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋元利
償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る
基準財政需要額算入額）

447,302

4,844,758
＝ ＝

（H26：7.88422 ＋ H27：9.54678 ＋Ｈ 28：9.23270）　÷　3　＝　8.8％

【内容】　地方債元利償還金（一般会計等に係る公債費：繰上償還額等除く）1,104,748千円、準元利償還
金 237,125 千円、特定財源（公営住宅使用料及び都市計画税）69,386 千円、元利償還金・準元利償還金
に係る基準財政需要額算入額 825,185 千円となりました。標準財政規模が 5,669,943 千円ですので、算定
式にあてはめた結果、平成 28 年度（単年度）は 9.23270％となりました。
　なお、実質公債費比率は通常3か年平均（平成26年度～平成28年度）で表すことから、8.8％となります。
【準元利償還金】公営企業など他の会計の公債費に対して一般会計から繰り出す経費や一部事務組合の公債費に
対する負担金などを指します。

④将来負担比率
　地方公社や損失補償を行なっている出資法人等に係るものも含め、一般会計等（普通会計）が将来負担す
べき実質的な負債の標準財政規模に対する比率です。「将来負担」とは、一般会計の地方債残高のほか、契約
等で将来の支払いを約束されているもの（債務負担行為）のうち公債費に準じるものや公営企業など他の会
計の地方債残高のうち一般会計が負担するもの、一部事務組合の地方債残高のうち市の負担分、さらには、
職員の退職手当支給予定額、第３セクター等への損失補償などをいいます。地方公共団体の一般会計等の借
入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する
可能性の度合いを示す指標ともいえます。

57.4％

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額
＋地方債現在高に係る基準財政需要額算入額）

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る
基準財政需要額算入額）

2,781,575

4,844,758
＝ ＝

【内容】将来負担額（14,318,773 千円）、充当可能基金額（2,908,374 千円）、特定財源見込額（451,065 千
円）、地方債現在高に係る基準財政需要額算入額（8,177,759 千円）、元利償還金・準元利償還金に係る基
準財政需要額算入額（825,185 千円）となりました。標準財政規模が 5,669,943 千円ですので、算定式に
あてはめた結果、将来負担比率は 57.4％となりました。
【将来負担額】「地方債現在高、債務負担行為に基づく支出予定額、特別会計に係る一般会計からの地方
債償還に充てるための繰入れ、一部事務組合が起こした地方債償還に係る負担見込額、退職手当予定額、
設立法人の負債の額に係る負担見込額」をいいます。

２　

財
政
の
早
期
健
全
化
と

　
　

財
政
の
再
生

　

地
方
公
共
団
体
は
、
健
全
化
判
断
比

率
の
い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準
以

上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
健
全
化
判

断
比
率
を
公
表
し
た
年
度
の
末
日
ま
で

に
、「
財
政
健
全
化
計
画
」
を
定
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
再
生
判
断
比
率
（
健
全
化
判

断
比
率
の
う
ち
の
将
来
負
担
比
率
を
除

い
た
３
つ
の
指
標
）
の
い
ず
れ
か
が
財

政
再
生
基
準
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
再
生
判
断
比
率
を
公
表
し
た
年

度
の
末
日
ま
で
に
、「
財
政
再
生
計
画
」

を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３　

資
金
不
足
比
率
の
内
容

　

公
営
企
業
ご
と
の
、
資
金
不
足
額
の

事
業
の
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

（
公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企

業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規

模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
態

の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
で
す
。）

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以

上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
経
営
健
全

化
計
画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。



▽
健
全
化
判
断
比
率
等
の
対
象
と
な
る
会
計

　

健
全
化
判
断
比
率
の
対
象
と
な
る
会
計
の
範
囲
を
図
示
す
る

と
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、
健
全
化

判
断
比
率
の
経
年
変
化
を
表

し
て
い
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字

比
率
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
実
質
収
支
が
黒
字
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
赤
字
は
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
。
実
質
公
債
費
比
率
と
将
来

負
担
比
率
に
つ
い
て
は
、
新
規
に
発

行
す
る
地
方
債
の
抑
制
や
繰
上
償

還
、
さ
ら
に
は
基
金
造
成
な
ど
を

行
っ
て
き
て
お
り
数
値
は
改
善
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
内
19
市
及
び

類
似
団
体
と
の
比
較
で
は
、
ま
だ
ま

だ
十
分
な
財
政
指
数
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
事
業
の
重
点
化
、
効
率
化
を
図

り
な
が
ら
、
中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
、
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

▽
経
年
変
化
の
折
れ
線
グ
ラ
フ

実
質
公
債
費
比
率
（
％
）

将
来
負
担
比
率
（
％
）

実質公債費比率
将来負担比率



　市では空き家を活用した移住定住を促進し、地域の活性化を図るため、市空き家バンク事業を実施して
います。この事業は、西之表市への定住を目的として空き家をお探しの方に、当事業に登録された空き家
情報を提供する制度です。
●空き家を貸したい方へ
　空き家バンク登録には申込が必要です。所有している空き家を貸したい方はぜひご登録ください。空き
家情報の登録を希望する所有者は、「西之表市空き家バンク登録申込書」（市ホームページに掲載または市
地域支援課備付）に必要事項を記入し、市地域支援課へ提出してください。
●空き家バンク登録時に承知いただく事項
・物件情報は、ホームページに掲載し、利用希望者へ提供します。
・当事者間で交渉（契約）。
※市は、値段交渉や契約交渉などの仲介行為は行いません。
●制度の主な流れ
①空き家を貸したい人は、物件情報を市の空き家バンク制度
に登録。
②物件情報を審査後、市がホームページなどで情報公開。　
③物件情報を見て、物件を借りたい方は市へ利用申込を行う。
④所有者へ物件利用希望者情報の紹介。
⑤物件所有者または管理者と利用希望者の当事者間で、交渉
契約。

空き家を貸したい方・借りたい方へ

空
き
家
等
の
利
用
希
望
者（
借
り
た
い
人
）

空
き
家
等
の
所
有
者
（
貸
し
た
い
人
）

《空き家バンク》
ホームページ等
で情報提供

②インターネット
にて情報公開

⑤交渉契約

物件所有者
情報の提供

③利用
希望者登録

①空き家等
の情報登録

④利用希望者
情報の紹介

■問い合わせ先　市地域支援課コミュニティ推進係　℡２２‐１１１１内線２１５

●補助対象者…空き家の所有者等で次の①～③のいずれにも該当する方。
①空き家バンク事業へ５年以上物件登録する意思のある物件登録者または登録申込者。
②空き家の所有者等の２親等以内の親族である方。　③市税等の滞納がない方。
●補助の主な要件
(1) 居住していない住宅または近日中に居住しなくなる予定の住宅で、住居として利用可能な、市内に存
する一戸建て個人所有の住宅（併用住宅は除く）。
(2) リフォーム工事にあっては、経費（税抜）の総額が 30万円以上。
(3) 家財整理にあっては、経費（税抜）の総額が３万円以上。
(4) 補助金の申請年度内に改修等の完了が見込まれること。
(5) 過去に本補助事業と同様な補助金の交付を受けていないこと。
●補助限度額
《リフォーム工事》工事費用の 1/2 に相当する額または 100 万円のうちいずれか少ない額。
《家財処分》費用の 1/2 に相当する額または 10万円のうちいずれか少ない額。
●対象となるリフォーム工事内容　※備品購入設置のみの費用は対象外
　木工事、屋根工事、サッシ工事、建具工事、内装工事、外装工事、塗装工事、左官タイル工事、
給排水衛生設備工事
※本年度予算の範囲内での補助となり、予算の上限に達し次第、申込受付は終了します。

【事業イメージ図】



　

国
上
夏
祭
り
、
伊
勢
き
ぼ
う
夕
涼
み
会
い
ず
れ
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
隊
員
が
実

行
委
員
の
一
員
と
し
て
参
加
。
チ
ラ
シ
作
り
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
、
会
場
設
営
等
、

運
営
に
大
活
躍
で
し
た
。



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

8888
19

７７７
24～

７７７
27

8
19

８８８
23～

８８８
25

888
11119



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

７７７７
29

８８８８
25

最優秀賞　田原　葵（榕城６）
　　　　　「親牛と子牛のたわむれる様子」
金賞　　　関　蒼海（榕城 6）　「私と姉」
　　　　　五月女　ゆう（榕城６）　「牛」
　　　　　井上　佳子（安納６）
　　　　　「『ゆずは』と『かりん』」
銀賞　　　杉　愛佳（伊関５）
　　　　　「牛のお世話」
　　　　　宮下　樹（下西 6）
　　　　　「牛の命をあずかる仕事」
　　　　　宮園　晴仁（榕城 5）「牛のこや」
※金賞・銀賞作品は市HP掲載

※ ( ) 内は小学校名・学年

～

７７７
30

※最優秀賞のみ掲載

１部 1 席 よつば号　 中園ファーム（安納）
　　 2 席 ゆり号　　 中園ファーム（安納）
　　 3 席 ぐみ号　　 杉　直樹（伊関）
２部 1 席 いぶき号　 杉　直樹（伊関）
　　 2 席 かえで号　 中園ファーム（安納）
　　 3 席 ゆりえ号　 日髙浩信（榕城）
　 　4席 しずく号　 西川範雄（現和）
　　 5 席 やえ号　　 杉　直樹（伊関）
　　 6 席 ことみ号　 日髙直己（榕城）
　　 7 席 ことは号　 荒牧実美（国上）
　　 8 席 なつみ 2号 餅田一省（伊関）

３部 1席 ありす号　 中園ファーム（安納）
　　 2 席 さくらこ号 杉　直樹（伊関）
　　 3 席 きずな号　 古田隆行（伊関）
　 　4席 たまき号　 原　智生（古田）
　　 5 席 まどか 3号 竹生経満（榕城）
　　 6 席 きく号　　 上妻邦生（住吉）
団体賞　1位 伊関　2位 安納　3位 榕城

グランドチャンピオン賞
　　 第2部 いぶき号　 杉　直樹（伊関）

杉直樹さん
　初のグランドチャンピオン！



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

８８８
18

８８８
27

８８８８
30

8888
31



第125弾

種子島の旬の食材を
　　　　おいしく食べよう！



　

８
月
26
日
（
土
）、
市

民
会
館
に
お
い
て
『
平

成
29
年
度
認
知
症
セ
ミ

ナ
ー
〜
い
つ
ま
で
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
〜
』

を
開
催
し
、
約
80
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
市

が
取
り
組
む
認
知
症
関

連
施
策
の
紹
介
や
、
森

元
会
長
（
中
西
地
域
高

齢
者
支
援
協
議
会
）
に

よ
る
地
域
内
の
高
齢
者
を
支
援
す
る
取
り
組
み
の

事
例
紹
介
、矢
田
教
授
（
筑
波
大
学
）、岡
村
氏
（
久

留
米
大
学
）
に
よ
る
認
知
症
に
関
す
る
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

将
来
の
自
分
を
心
配
さ
れ
る
方
、
認
知
症
の
方

を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
や
地
域
で
高
齢
者
を
支

え
る
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
介
護
事
業
所
に

勤
務
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
認
知
症
に
関
心
が
あ

る
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
認
知
症
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３
‐
５
２
２
５

　

10
月
16
日
（
月
）
か
ら
22
日
（
日
）
ま
で
の
１
週
間
は
、
行
政

相
談
週
間
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
各
種
行
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
、
市
で
は
行
政
相
談
委
員
の
長
深
田 

稔
さ
ん

が
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

国
な
ど
の
行
政
機
関
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
・
要
望
・
問
い
合

わ
せ
な
ど
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
総
務
課
法
制
文
書
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
７

～行政相談所～
【日時】１０月２1日（土）
　　　  １０時～正午
【場所】市民会館２０２会議室（2階）

長深田 稔さん
℡２３－１３１８

総務省行政相談委員
西之表市担当

　

故 

落
合
浩
英
さ
ん
が
、
正
六
位
の
叙
位
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
（
木
）
ご
令
室
様
で
あ
る
落
合
紀

子
さ
ん
が
来
庁
さ
れ
、
市
長
か
ら
叙
位
の
伝
達

を
行
い
ま
し
た
。

　

故 

落
合
浩
英
さ
ん
は
、
平
成
６
年
か
ら
約
２

年
間
助
役
と
し
て
、
平
成
９
年
か
ら
２
期
約
8

年
間
市
長
と
し
て
、
市
の
発
展
、
社
会
福
祉
の

向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
18
年
に
は
旭
日
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

も
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

紀
子
さ
ん
は
「
周
り
の
人
に
支
え
ら
れ
て
実

力
以
上
の
こ
と
が
で
き
た
、
主
人
も
喜
ん
で
い

る
と
思
う
」
と
慎
ま
し
や
か
に
語
ら
れ
ま
し
た
。



■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
５
７
／
２
５
８

【
幼
児
向
け
】

　
『
お
い
も
さ
ん
が
ね
‥
』

　
　
　

と
よ
た
か
ず
ひ
こ
／
著　

童
心
社
／
発
行

　

お
い
も
さ
ん
が
土
の
中
か
ら
は
い
出
し
て
く
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
よ
い
し
ょ
、
よ
い

し
ょ
、
す
っ
ぽ
〜
ん
」
な
ど
、
愉
快
な
擬
音
語
で

子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。
季
節
を
感

じ
な
が
ら
、
食
べ
も
の
に
興
味
を
も
て
る
楽
し
い

絵
本
で
す
。

【
児
童
向
け
】

　
『
き
つ
ね
を
つ
れ
て
む
ら
ま
つ
り
』

　
　
　

こ
わ
せ
た
ま
み
／
著　

教
育
画
劇
／
発
行

　

あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
お
祭
り
で
お
め
ん
や
風
車
を

売
る
ご
ん
じ
い
。
あ
る
日
、
お
祭
り
に
向
か
う
途

中
、
化
け
る
練
習
を
し
て
い
る
き
つ
ね
を
見
か
け

ま
す
。
す
る
と
、
体
は
人
間
な
の
に
顔
だ
け
き
つ

ね
の
男
の
子
が
や
っ
て
き
て
…
。

【
一
般
向
け
】

　
『
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
』

　
　
　
　
　
　
　

恩
田
陸
／
著　

新
潮
社
／
発
行

高
校
の
伝
統
行
事
で
あ
る
全
校
生
徒
が
夜
を
徹
し

て
歩
く
「
夜
行
祭
」。
主
人
公
の
貴
子
は
小
さ
な

賭
け
を
胸
に
秘
め
、
高
校
生
活
最
後
の
イ
ベ
ン
ト

に
臨
む
。
誰
に
も
言
え
な
か
っ
た
秘
密
を
清
算
す

る
た
め
に
…
。
普
遍
的
青
春
小
説
。



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

◆消費に関するご相談・お問い合わせは
西之表市消費生活センター ℡ 22‐1111 内線 306

●
「
民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
」
を
騙か
た

る

　
　
　
　
　
　
　
　

架
空
請
求
の
ハ
ガ
キ
に
注
意
！

　

最
近
、｢

民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
」
を
騙
る
架
空
請
求
の
ハ
ガ
キ
が

市
内
に
届
き
、
多
く
の
方
か
ら
「
総
合
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終

告
知
の
お
知
ら
せ
と
い
う
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
が
、
記
載
内
容
に
心
当
た

り
が
な
い
。
訴
訟
な
ど
と
書
い
て
あ
る
の
で
心
配
だ
。
問
い
合
わ
せ
窓

口
に
連
絡
し
た
方
が
い
い
か
？
」
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
ハ
ガ
キ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？　

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
期
間
や
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
と
、

そ
の
期
間
に
応
じ
て
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

次
の
方
は
、
ご
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（1）
年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
は
、
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方
で
、
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
方

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受
け
て

い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険
料
の
納

付
月
数
が
４
８
０
月
（
40
年
）
未
満
の
方

④
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方

（2）
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
70
歳

未
満
の
方

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

受
給
資
格
期
間
が
平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら

１
２
０
月
（
10
年
）
に
な
り
ま
し
た
が
、
65

歳
で
10
年
に
満
た
な
い
場
合
は
、
受
給
資
格

期
間
10
年
を
満
た
す
ま
で
、
か
つ
70
歳
に
な

【記載内容】※このようなハガキが届いたら架空請求
　　　　　   を疑いましょう！

　「総合消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」
　この度、ご通知致しましたのは、貴方の利用されていた
契約会社、ないしは運営会社から契約不履行による民事訴
訟として、訴状が提出されました事をご通知致します。管
理番号（わ）２８６　裁判取り下げ最終期日を経て訴訟を
開始させていただきます。尚、ご連絡なき場合、原告側の
主張が全面的に受理され、執行官立ち会いの元、給料差押
え及び、動産、不動産の差押えを強制的に履行させていた
だきます。裁判取り下げなどのご相談に関しましては当局
にて受け賜わっておりますので、職員までお問合せ下さい。
尚、書面での通達となりますのでプライバシー保護の為、
ご本人様からご連絡いただきますようお願い申し上げます。
　　　※取り下げ最終期日　平成 29 年○月○日
　法務省管轄支局　民事訴訟管理センター
　東京都千代田区霞が関○○
　取り下げ等のお問合せ窓口　０３‐○○○○‐○○○○
　受付時間　９時～ 20 時（日、祝日除く）

《
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
》

る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（3）
外
国
に
居
住
す
る
20
歳
か
ら
65
歳

未
満
の
日
本
人
の
方

　

海
外
に
居
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た

時
は
、
国
民
年
金
は
強
制
加
入
被
保

険
者
で
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
日
本

国
籍
の
方
で
あ
れ
ば
、
国
民
年
金
に

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
１
、２
の
任
意
加
入
の
保
険
料
の
納

付
は
、
原
則
口
座
引
き
落
と
し
と
な

り
ま
す
。

※
お
手
続
き
は
、
市
市
民
生
活
課
国

民
年
金
係
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
預

貯
金
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
が
必

要
で
す
）

65
歳
以
上
の
任
意
加
入
者
の
資
格
喪

失
　

任
意
加
入
制
度
を
ご
利
用
の
方
の

う
ち
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
必
要
な
資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ

る
方
（
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
に

限
る
）
は
、
平
成
29
年
８
月
１
日
付

で
任
意
加
入
被
保
険
者
の
資
格
を
喪

失
し
ま
す
。

　

架
空
請
求
の
ハ
ガ
キ
で
す
。「
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
も
慌
て
な
い
」「
記

載
の
電
話
番
号
に
連
絡
し
な
い
」「
無
視
す
る
」
以
上
の
点
に
注
意
し

て
、
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。



き
ぼ
う
船
内
ド
ロ
ー
ン

　
「
Ｉ
ｎ
ｔ-

Ｂ
ａ
ｌ
ｌ

　
　
　
　
　
　
（
イ
ン
ト
ボ
ー
ル
）」

食
欲
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
！

○
自
分
の
食
事
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

飽
食
の
時
代
・
・
・
。
自
分
は
低
栄
養
（
栄
養
不
足
）
と
は
関
係
な
い
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

低
栄
養
（
栄
養
不
足
）
と
は
、
食
べ
る
量
で
は
な
く
食
べ
る
栄
養
素
の
量

と
関
係
し
て
い
ま
す
。
一
回
の
食
事
で
主
食（
ご
飯
・
パ
ン
・
麺
類
）・
主
菜（
魚
・

肉
・
卵
・
大
豆
製
品
な
ど
）・
副
菜
（
野
菜
・
き
の
こ
類
・
海
藻
類
・
果
物
な
ど
）

を
そ
ろ
え
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
素
を
摂
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
市
健
康
保
険
課
高
齢
者
支
援
室
）

　

℡
２
３
‐
５
２
２
５

　

今
日
も
元
気
に
（
お
そ
ら
く
？
）

日
本
の
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
実

験
棟
「
き
ぼ
う
」
で
活
動
し
て
い
る

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
ド
ロ
ー
ン
「
Ｉ
ｎ
ｔ
‐

Ｂ
ａ
ｌ
ｌ
（
イ
ン
ト
ボ
ー
ル
」。

　

２
０
１
７
年
６
月
４
日
、
米
国
の

ド
ラ
ゴ
ン
補
給
船
運
用
11
号
機
に

よ
っ
て
打
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

 　

イ
ン
ト
ボ
ー
ル
は
、
直
径
約
15
セ

ン
チ
、
重
さ
約
１
㎏
の
球
形
。
体
の

周
り
に
12
個
の
小
さ
い
フ
ァ
ン
が
付

い
て
い
て
、
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
移
動
命
令
を
受
け
て
、
フ
ァ
ン

か
ら
空
気
を
出
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
「
き

ぼ
う
」
日
本
実
験
棟
内
を
移
動
し
ま

す
。

　

現
在
、「
き
ぼ
う
」
日
本
実
験
棟

内
で
の
宇
宙
飛
行
士
の
作
業
状
況

は
、
手
持
ち
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
映
像

Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
36
号
機

　
「
み
ち
び
き
４
号
機
」

　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
日
決
定

■
打
上
げ
予
定
日

　
　
　
　
　
　
　

10
月
10
日
（
火
）

■
打
上
げ
予
定
時
刻
帯

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
７
時
頃

■
打
上
げ
予
備
期
間

　

10
月
11
日（
水
）〜
11
月
30
日（
木
）

　

※
打
上
げ
予
備
期
間
の
打
上
げ

予
定
時
間
帯
は
、
打
上
げ
日
毎
に

設
定
し
ま
す
。

★さあ！語呂を覚えてみましょう！

宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245

　語呂合わせで楽しく栄
養を摂りましょう！認知
症予防にもなりますよ！

「まめ」などの大豆製品

「ごま」

「たまご」

「チーズ」などの乳製品

「わかめ」などの海藻類

「やさい」

「さかな」

「しいたけ」などのきのこ類

「いも類」

ま

ご

た

ち

は（わ）

や

さ

し

い

を
地
上
に
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
カ

メ
ラ
の
準
備
や
撮
影
に
時
間
が
か
か

り
、
宇
宙
飛
行
士
の
作
業
時
間
の
約

10
％
程
度
を
撮
影
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
撮
影
時
間
を
減
ら
す
た

め
、
イ
ン
ト
ボ
ー
ル
は
開
発
さ
れ
ま

し
た
。
最
終
的
に
は
、
宇
宙
飛
行
士

に
よ
る
撮
影
時
間
を
「
ゼ
ロ
」
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

撮
影
に
か
か
っ
て
い
た
時
間
を
有

効
活
用
し
、「
き
ぼ
う
」
利
用
実
験

の
さ
ら
な
る
成
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
撮
影
し
た
映
像
を
地
上
の

管
制
官
や
研
究
者
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、

地
上
で
宇
宙
飛
行
士
の
作
業
状
況
を

見
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

宇
宙
飛
行
士
の
相
棒
ロ
ボ
ッ
ト
と

し
て
活
躍
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。



校区 男 女 計 世帯数
榕城 3743 4160 7903 3978
上西 243 264 507 279
下西 1070 1218 2288 1191
国上 537 589 1126 597
伊関 194 203 397 210
安納 200 224 424 228
現和 621 653 1274 683
安城 143 161 304 171
立山 50 47 97 52
中割 49 48 97 60
古田 183 221 404 202
住吉 418 483 901 505

［火　災］
出火件数　 0 件
うち建物　 0 件
［救　急］
出動件数　90件
うち急病　62件

発生件数　 24 件
死 者　 0 人
負 傷 者　 28 人

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

　

光ひ
か
り里

女
圭
悟

里
美

榕
城
中
目

田　

み
の
り

女
彰
吾

文
恵

榕
城
中
目

松
尾　

美み
さ
き咲

女
嘉
美

裕
子

池
野

坂
元　

葉よ
う

男
祐
弥

佳
代

鹿
児
島
市

塰
河　

芽が

く空

男
康
文

今
日
子
朝
日
が
丘

日
髙　

笑え

ま愛

女
達
義

夏
生

城

荒
河　

唯あ
ゆ
な采

女
大
寅

希
歩

榕
城
中
目

吉
留　

凛り
ん
と朋

男
朋
弥

永
遠

川
迎

［人口］
全体 15,722 人（－ 25）
男性 7,451 人（－ 17）
女性 8,271 人（－ 8）
［世帯数］

世帯（－ 12）
（　）内の数字は前月比

　
（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

落
合　

康
男

寺
之
門

落
合　

ク
ミ

川
地　

次
江

下
郷

鎌
田　

尭
子

鮫
元　

博
文

中
西

鮫
元　

寅
雄

園
田　

重
男

横
山

園
田
ハ
ツ
エ

濱　

の
ぶ
子

平
田

山
下　

エ
ダ

上
妻　

秀
典

松
畠

上
妻　

ミ
チ
ヱ

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

松
尾　

ト
シ
子

91

鴨
女
町

遠
藤　

ル
リ

91

深
川

中
川
路　

フ
ジ

83

天
神
町

戸
畑　

久
志

66

生
姜
山

地
村　

黎
子

75

東
町

榎
本　

泉

90

現
和
上
之
町

坂
口　

平
三

89

大
崎

松
本　

キ
ミ
エ

92

美
浜
町

松
下　

繁

87

西
町

上
妻　

洋
子

84

深
川

杉
﨑　

津
代

81

小
牧

松
元　

豊　

77

美
浜
町

柳
田　

登

59

小
牧

下
園　

敏
朗

46

榕
城
中
目

日
高　

チ
ヨ
子

87

住
吉
中
之
町

勝
目　

義
信

67

納
曽

池
田　

八
千
代

87

十
六
番

原
田　

章

83

鴨
女
町

折
田　

ア
キ
エ

91

浜
之
町

武
田　

國
義

94

立
山

大
瀬　

三
代
子

79

塰
泊

田
中　

ヨ
シ

82

美
浜
町

太　

ケ
イ
子

68

池
野

筧　

フ
ミ

94

寺
之
門

古
市　

律
子

83

納
曽

え
ん
む
す
び 

in 

た
ね
が
し
ま

12/2( 土 )～ 12/3( 日 ) 参加資格　
　20歳から 49歳までの独身男女
　(ただし、男性は西之表市在住者 )
定員　　　
　男性　１０名　女性　１０名
参加費　
　男性 ５，０００円 
　女性 ３，０００円
参加締切　
　10月 31日 ( 火 )( 消印有効 )

■お問い合わせ・お申し込み
西之表市えん♡むすびプロジェクト
実行委員会事務局（市役所地域支援課内 )
〒 891-3193　
鹿児島県西之表市西之表 7612 番地
Tel：0997-22-1111( 内線：214)　
 Fax：0997-22-0295
Mail：
shiminkatudo@city.nishonoomote.lg.jp 
HP：http://www.city.nishinoomote.lg.jp

島
外
参
加
女
性
は

高
速
船
・
宿
泊
費 

　
　
　
　

無
料
！

主催：西之表市えんむすびプロジェクト
　　　実行委員会　　
後援：西之表市



　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、市
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10
日（
次
月
掲
載
分
）

ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
に
つ
い
て
は
、
公
正
・
公
平
の
観
点
か
ら

一
人
一
点
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、

掲
載
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

涼
求
め
川
あ
そ
び
す
る
せ
せ
ら
ぎ
に
ふ
と
く
ち
ず
さ
む
陽
水
の
唄

真
夏
過
ぎ
昼
は
仕
舞
の
セ
ミ
の
声
夜
は
七
色
虫
の
コ
ー
ラ
ス

六
月
の
悩
み
流
す
か
土
砂
降
り
の
明
く
る
朝

あ
し
た
を
雀　

る

苑
便
り
写
真
を
眺
め
て
ふ
と
思
う
「
昨
日
遊
ん
だ
と
こ
じ
ゃ
な
い
か
な
？
」

微
か
な
る
冷
気
漂
う
潮
風
を
身
に
ま
と
い
つ
つ
今
日
も
は
じ
ま
る

の
ろ
の
ろ
と
台
風
五
号
接
近
す
雨
戸
を
締
め
て
避
難
の
準
備

深
川
の
五
郎
お
じ
い
を
語
り
つ
ぐ
汝
が
鍬
の
柄
は
す
り
へ
り
て
ゐ
し

ク
サ
フ
ヨ
ウ
枯
れ
て
ゆ
く
か
と
訝

い
ぶ
か
る
も
夏
近
く
な
り
莟

つ
ぼ
み
を
見
せ
る

遺
品
す
ら
帰
ら
ぬ
兄
の
公
報
を
受
け
し
は
時

ほ
と
と
ぎ
す鳥
啼な

き
そ
む
る
頃

夕
光
の
真
赤
に
染
ま
る
花
里
の
海
帰
り
急
ぐ
や
船
か
げ
ひ
と
つ

花
は
咲
く
支
援
ソ
ン
グ
を
聞
き
な
が
ら
卋
の
為
何
を
と
自
分
に
問
い
ぬ

火
縄
銃
の
音
轟
き
し
鉄
砲
場
武
士
姿
偲
ぶ
重
陽
の
日
の
岡

ポ
ン
ポ
ン
船
待
ち
な
が
ら
母
と
眺な

が

め
た
安
納
の
空
霞か

す

む
飛
行
機

孫
五
歳
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
背
に
負
い
て
タ
ラ
ッ
プ
降
り
来
る
初
一
人
旅

行
く
夏
を
惜
し
む
か
の
様
に
さ
る
す
べ
り
晩
夏
の
庭
に
紅
い
ろ
咲
き
満
つ

セ
ミ
の
声
聞
い
て
る
う
ち
に
夏
終
わ
る

庄
司
浦
・
岩
坪　

勇
二

千
葉
県
流
山
市
・
小
山
田　

操

天
神
町
・
河
東　

鏡
自

わ
ら
び
苑
・
川
東　

ミ
チ

天
神
町
・
河
東
よ
し
子

鴨
女
町
・
桑
原　

房
子

住
吉
中
之
町
・
上
妻　

敏
彦

国
上
中
目
・
笹
河　

道
子

榕
城
中
目
・
下
村
タ
ミ
子

花
里
崎
・
園
田　

時
博

東
町
・
徳
永
ソ
ヨ
子

西
町
・
名
越　

和
子

群
馬
県
高
崎
市
・
西
門　

正
德

桜
が
丘
・
倍　

由
美
子

上
古
田
・
山
下　

和
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
て
る
こ

区　分 島内産 島外産
入荷量 14 トン 27 トン
41 トン （34％） （66％）
取引額 634 万円 546 万円
1,180 万円 （54％） （46％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 486 332 5,032 543
葉 茎 菜 類 259 111 5,562 1,072
果 菜 類 1,397 305 3,546 1,259
そ の 他 7,911 2,482 7,547 1,030
小 計 10,053 3,230 21,687 3,904

果
物
類

かんきつ類 5 2 70 36
果 瓜 類 3,470 363 1,191 182
そ の 他 816 606 3,032 856
小 計 4,291 971 4,293 1,074

鳥卵・加工品等 132 81 1,155 486

花　類
34,569

2,062
0

0
本 本

青
果
状
況
【
８
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
10
月
の
休
み
》　

1
日
・
4
日
・
8
日
・
9
日
・
15
日
・
18
日
・

22
日
・
25
日
・
29
日

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
市
畜
産
共
進
会
の
折
行
わ
れ
た
ふ
れ
あ
い
牧

場
の
様
子
。
市
内
保
育
園
の
園
児
や
、
小
学
生
、
親
子
連
れ
な

ど
た
く
さ
ん
の
方
が
来
場
し
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
子
牛
や
ポ

ニ
ー
、
ヤ
ギ
な
ど
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
子
牛

の
歯
の
数
を
数
え
た
り
、
雄
か
雌
か
言
い
当
て
た
り
興
味
津
々

な
様
子
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

幼
い
頃
、
私
の
家
の
隣
に
も
牛
舎

が
あ
り
ま
し
た
。
勝
手
に
餌
を
与
え

た
り
、
道
具
に
触
っ
た
り
し
て
は
、

大
人
か
ら
大
ネ
ギ
ラ
レ
で
し
た
。

▽
写
真
は
鉄
砲
ま
つ
り
子
供
み
こ
し

で
の
１
枚
。
大
人
も
子
ど
も
も「
わ
っ

し
ょ
い
、わ
っ
し
ょ
い
」と
大
き
な
声
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
分
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。（
公
）

■日時 11 月４日（土）、５日（日）
■主催　西之表市文化協会
■後援　西之表市
　　　    西之表市教育委員会
【舞台発表】
　市民会館大ホール
11 月 4日（土）
　一般の部　　18 時から
11 月 5日（日）
　子どもの部　13 時 30 分から
　一般の部　　18 時から
【展示発表】
　市保健センターすこやか、
　市民会館
【茶道実演】
　赤尾木城文化伝承館 月窓亭
11 月 5日（日）10 時～ 15 時

長
浜
市
・
西
之
表
市

　

友
好
都
市
盟
約
30
周
年
記
念

滋
賀
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

「
人
形
浄
瑠
璃 

冨
田
人
形
」
西
之
表
市
公
演

　
【
日
時
】
11
月
４
日
（
土
）
19
時
か
ら

　
【
出
演
】
冨
田
人
形
共
遊
団

　
【
演
目
】「
①
三
番
叟
、
②
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」

　
　
　
　

※
演
目
は
予
定
で
す
。

　
【
主
催
】
西
之
表
市
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